
令和６年度 ＪＦＡ Ｕ-１２サッカーリーグ２０２４ 

県央地区実施要項  

                   ２０２４年２月１日 作成 

 

１、名  称  ＪＦＡ Ｕ－１２サッカーリーグ 202４ 

２、主  催  （公財）日本サッカー協会 （一社）神奈川県サッカー協会 

３、主  管  （一社）神奈川県サッカー協会第４種少年少女部会 

４、期  日  〇前期（４月６日～６月９日）代表者会議３月１６日（土）ＰＭ７：００ 

【４月】６日（土）、７日（日）１３日（土）１４日（日） 

    ２０日（土）、２１日（日）、２７日（土）、２８日（日） 

【５月】１１日（土）、１２日（日）、１８日（土）、１９日（日） 

    ２５日（土）２６日（日） 

【６月】１日（土）、２日（日）、８日（土）、９日（日） 

〇後期（７月６日～１０月１３日）代表者会議６月２２日（土）ＰＭ７：００ 

【７月】６日（土）、７日（日）、１３日（土）１４日（日）２０日（土） 

    ２１日（日） 

【８月】３１日（土） 

【９月】１日（日）、７日（土）、８日（日）、１４日（土）、１５日（日） 

    ２１日（土）、２２日（日）、２８日（土）、２９日（日） 

【１０月】５日（土）、６日（日）、１２日（土）、１３日（日） 

５、参加資格   １、大会実施年度に（公財）日本サッカー協会第４種に加盟登録したチーム 

であること。５年生以下で構成されているチームはエントリーできない。 

２、選手証の提示を適用するため、上記団体（チーム）に所属する選手であ 

  り、日本サッカー協会発行の選手証を有する者。大会当日までに選手証 

          が発行されない場合は電子登録証でも可とする。 

         ３、１登録で、6年生が 24名以上登録されているチームは、複数参加でき

る。ただし、監督者・審判員が同一でないこと。５年生はエントリー 

          できない。会場を提供する。リーグ戦中の選手の移動は不可とする。 

        ４、メンバー表に記載されている選手は、日本サッカー協会発行の選手証 

          または写真を添付した登録選手一覧表を持参する。（選手証とは日本 

          サッカー協会ＷＥＢ登録システム「KICKOFF」から出力した選手証 

          及び登録選手一覧表を印刷いたもの） 

不備または不携帯の場合は、当該試合への出場を認めない。選手証の提

示は試合当日の最初の試合のみとする。追加の場合は選手証を提示。 

５、ベンチ入りする指導者のうち D級以上の指導者資格保持者が１名以上 

           いること。 



６、会  場  県央地区各グランド 

７、参加地区  相模原市、厚木市、大和市、秦野市、座間市、綾瀬市、海老名市、伊勢原市 

８、参 加 費  参加費は２０，０００円とする。（前期・後期リーグ） 

９、競技方法  ➊令和６年４月から１０月までの、土曜日・日曜日で試合を行う。 

         各ブロックの幹事が試合日程表を作成して行う。またリーグ戦は期間内 

         で全ての試合が終了するように行う。天候・会場の関係で終了できない 

         場合は期間を延長して全ての試合を行う。 

        ➋リーグ戦の結果を反映して「ＪＦＡ全日本Ｕ―１２サッカー選手権神奈川 

県大会」 への出場するチームを決定する。 

        ➌リーグ戦は勝点の多いチームを上位とする。 

         ・勝（３）、分（１）、負（０）、不戦勝（３）、不戦負（－１）とする。 

・勝点が同じ場合は①得失点差➁総得点数③該当間成績④抽選で決定。 

         ・棄権又は試合時間に遅れた場合、選手数の不足、選手証の不備により

試合ができない場合は不戦負とし、相手チームに勝点３を与える。 

スコア（３-0）とし、不戦負チームの勝点は－１とする。 

１０、競技規則  大会実施年度の（公財）日本サッカー協会競技規則（8人制サッカー競技 

        規則）による。一部リーグ戦用として規定を定める。 

        （２０２３年～２０２４年競技規則を適用する） 

        ①ピッチサイズは、６８ｍ×５０ｍを基本とする。コートサイズは会場 

 の事情に応じて設定してもよい。ゴールは少年用を使用する。 

         ②試合時間は２０分ハーフとする。ハーフタイムは５分とする。 

         試合開始時間は会場に一任し責任者がチーム及び幹事に連絡する。 

        ※1日の試合は 2試合までとし、週（土・日曜日の試合）は３試合までとする。

原則月の試合数は４試合までとする。天候・会場により変更する場合がある。 

        ③多くの選手に出場機会ができるように登録選手の制限はしない。 

④試合人数は８名としこれに満たない場合は不戦負とする。また、試合時間 

         に遅れた場合も不戦負とする。（試合中５名になった時点で負けとする） 

        ⑤交代の回数は制限しない。（自由な交代を適用する）ＦＰの交代、負傷 

         交代、ＧＫの交代は８人制競技規則に準ずる。 

        ⑥警告はその試合のみとし累積はしない。 

⑦競技者が退場を命じられた場合は、交代要員の中から補充できる 

         退場者（スタッフ含む）は、次の１試合出場停止とする。主審は試合後 

         別紙退場報告書に記入し会場責任者に提出する。会場責任者は２日以内 

         に幹事及び運営委員長に報告書を提出する。退場者のその後の処分につ 

         いては第４種規律・フェア―プレイ委員会で決定する。 

         また、スタッフが退場になった場合にベンチに指導者が誰もいない場合は 



         その時点で試合を負けとする。（スコア０－３とする）ただしその時点で 

スコアが０－３以上の場合はその得点を適用する。 

        ⑧試合球は４号検定球としチーム持ち寄りとする。 

        ⑨メンバー表は指定された用紙で、試合開始３０分前までに選手証を添え

て本部１部、相手チームに１部提出する。（選手証についてはその日の最

初の試合のみとする）また選手証の不備、不携帯の選手は出場できない。 

         また、先発メンバーに６年生が出場していなければならない。６年生が 

         いない場合は不戦負とする。 

         メンバー表は県少年少女部会ＨＰよりダウンロードして使用する。 

          ⑩ユニホームは色の違う正・副異なる色を持参する。（重なった場合は両

チームで相談して決める。決まらない場合は主審のトスで決定する） 

         アンダーシャツは袖の色と同色でなくてもよい．ただし統一した色を着用

する。タイツもパンツの色と同色でなくてもよいが統一した色を着用する。 

         ストッキングにテープ又は外部に着用する場合は同色でなくてもよい。 

         ゴールキーパーはアンダーシャツ・タイツがチームと同一の物又はゴール 

         キーパーユニホームと同一の物を着用することができる。 

         ユニホームのデザイン・ロゴ等が異なっていても主たる色が同系色であれ 

                  ば着用することができる。 

        ◆ＧＫユニホームとＦＰのユニホームの番号が違くても、県央地区リーグ 

         においては認める。メンバー表に記入しておくこと。またＧＫユニホーム 

         が１枚しかない場合はそのユニホームを着用しても良いとする。 

        ◆広告の付いたユニホームを着用する場合は神奈川県サッカー協会に申請し 

         て承認された場合は着用できる。承認書の写しを運営委員長に提出す 

⑪取替式スタッドのシューズは禁止する。 

        ⑫ベンチに入れる選手は個人登録した選手と指導者２名以上３名までと

する。ベンチに入る指導者のうちＤ級以上の指導者資格保持者が１名以

上いなければならない。（２名以上いない場合及び指導者資格保持者が 

         いない場合は失格（不戦負）とする。 

         また、ベンチ前にテクニカルエリアを設置する。指導者１名はエリア内 

         から指示・指導することができる。 

        ⑬ベンチでの携帯電話・カメラ・ビデオ等の使用及び撮影は禁止する。 

        ⑭べンチからの指示等は、指導者としてふさわしい言動で臨むこと 

         退場を命じられた指導者は次の１試合ベンチに入れない。それ以降の 

処置については第４種規律・フェア―プレ委員会で決定する。 

        ⑮キックオフからの直接ゴールインは得点と認めず、相手チームのゴー 

         ルキックから再開する。 



        ⑯フリーキックは７ｍとする。 

        ⑰ベンチは左側のチームがグランドに向かって左側とする。 

        ⑱選手の健康・安全を最優先とし、雷・突風・大雨等の場合は適切な判断    

         で対応する。（会場責任者及び審判員で対応する） 

         ・（途中中断で再開できる場合）試合時間の残り時間とする。 

         ・（途中中断で再開できない場合）再試合とする。ただし、前半が終了 

している場合は成立とする。 

         ・再開・中止の決定は、会場責任者及び審判員で決定する。 

⑲負傷した選手のピッチ内に入場できる指導者は２名までとする。 

⑳飲水タイム及びクーリングブレイクの有無は試合開始前に両チームに 

 通告し、試合時間は停止して行う。（会場責任者と審判員で決定する） 

㉑メンバーチェックは試合開始１０分前に本部席で行う。 

㉒７月～９月の暑い時期は、熱中症対策ガイドラインに添って対応する。 

 特に暑い時間帯は、気温の状況をみて会場責任者と審判員で判断する。 

㉓スポーツ眼鏡・サマーキャップ・補聴器・ヘッドギアは使用できる。 

㉔ベンチの選手は試合に支障ない色のビブス等を着用する。 

㉕参加資格に違反やその他の不都合な行為があった場合は、当該チーム 

 の出場停止或いは当該チームの参加した試合を没収試合とする。 

 以降の処分は規律・フェア―プレイ委員会の指示によるものとする。 

１１、留意事項  ◆チームは会場到着後本部で受付し会場説明を受けること。 

◆事故のないように十分注意し、事故発生の時は個人の責任で処理する。 

         また、選手の健康管理には十分注意する。 

        ◆駐車場の駐車台数が会場により異なるため、会場責任者はチームに案 

         内図・駐車台数等を記入した通知を配布する。 

        ◆応援者が審判に対してクレームを言ったり、選手に対する指示をしない     

         ようにチーム責任者が十分説明と指導をお願いします。 

        ◆ビデオ・カメラ等撮影するチームは１名とし、メンバー表に撮影者を 

         記入して、ビブス等着用して指定場所で撮影する。 

１２、審  判  ●審判員は３人制で行い試合１０分前に３人で必ず打ち合わせを行う。 

         ●チームは公認審判員を２名帯同する。（審判登録証を持参し提示する） 

         ●審判は第三者が行い審判割り当てに従い審判服を着用して行う。 

         ●退場になったスタッフは次の審判割り当てを担当することはできない。 

１３、そ の 他  ■学校行事（運動会・修学旅行・授業参観日等）においての対応について 

          は３回までの行事のみ配慮する。学校行事は参加人数が揃わない場合

は配慮する。突発的事項については運営委員長と相談して決める。 

          修学旅行・運動会については 2日間で 1 回とする。また県トレセンの



事業についてもできるかぎり配慮する。 

         ■チームの行事及び招待大会については配慮しない。 

         ■県協会推薦で出場する大会については配慮する。各市協会行事につい 

          て運営委員長が判断して決定する。 

         ■「ＪＦＡ全日本Ｕ―１２サッカー選手権神奈川県大会」の推薦枠が代 

          表者会議までに決定しそうもない場合は運営委員会で検討し決定する。 

         ■会場に到着後本部で受付と説明を聞いて行動すること。 

         ■試合会場利用の時は注意事項をよく聞いて、会場及び周辺の人に迷惑 

          をかけないようにする。（ゴミ・タバコ・駐車等） 

         ■会場周辺の商店等には駐車をしないこと。有料駐車を利用する。 

１４、幹事任務  ①各ブロックに幹事（チーム）を配置し、期間内に試合が終わるように 

          試合日程を調整し運営する。 

         ②幹事は会場及び各チームの試合可能日を把握し、試合日程及び審判 

割当てを作成しチームに連絡する。 

         ③雨天等で中止の場合は日程調整表を参考に試合予定日に行う。 

         ④試合は週（土・日曜日の試合）３試合までとする。月の試合数は４試合。 

         ⑤幹事は会場からの試合結報告書でブロックの成績表を作成する。 

         ⑥事故・ケガ・不正行為等は至急運営委員長に報告する。 

         ⑦会場が不足の場合は市運営委員及び運営委員長と相談する。 

         ⑧リーグ戦に係る会計は、所定の会計報告書に領収書を添えて会計 

担当者に提出する。（期限厳守） 

         ⑨幹事は退場報告書が会場責任者から報告があった場合は、運営委員 

          長に報告書を２日以内に送付する。また、退場者を出したチームに 

          次の１試合出場できないことをチームに連絡する。 

１５、会場責任者 ❶会場の用具準備及び設営と当日の試合日程表の作成と掲示を行う。 

          サッカーゴールは必ず杭等で危険のないように固定する。 

         ❷雨天の場合の決行できるかの判断を行い、中止の場合は幹事及びチーム 

に連絡を行う。（第１試合の２時間前に決定） 

         ❸会場に到着したチームに会場説明と注意事項を伝達する。 

         ❹審判員の割り当て確認と指示を行い試合結果の集計と確認を行う。 

          ※退場者が出た場合は主審に退場報告書を作成させ、ブロック幹事 

           及び運営委員長に報告書を２日以内に送付する。 

         ❺実施要項を持参し要項に従って競技を励行する。 

         ❻競技中の天候（大雨・地震・突風等）判断は、審判員とチーム責任者と

相談して要項に沿って決定する。 

 



         ❼メンバー表と選手登録証の確認を行う。（チームの最初の試合時のみ） 

          メンバー表提出の時に６年生の出場、指導者ライセンス証の確認を行う。 

          また、審判員の登録証も確認すること。 

         ❽メンバーチェックを審判員に指示する。（試合開始１０分前） 

         ❾負傷者の対応と処置。（救急車の手配等） 

         ❿会場の片づけと清掃。（忘れ物はチームに連絡する） 

         ⓫試合結果報告は幹事に指定の報告書をメールで２日以内に報告する。 

また試合結果報告にメンバー表及び審判カード・を添えて７日以内に運

営委員長に送付する。 

１６、有料会場費 ◆有料の会場を使用した場合は会計責任者に所定の用紙に領収書を添え

て送る。会計精算月がありますので早めに対応して下さい。 

          ※期限を過ぎた場合は有料会場費の支払いはできないので注意する。 

         ◆会場費に上限があるため１日５，０００円を超える会場は使用しない

ようにお願いします。５，０００円を超える会場を使用したい時は 

          会計責任者と相談をする。 

        

１７，TOPリーグ昇格について 

    後期リーグの Aブロック上位２チームは、次年度のＴＯＰリーグ２部への昇格 

    トーナメントに出場する。出場チームが棄権した場合及び昇格に変更があった 

場合は、リーグ戦の順位の上位から出場チームを決める。 

 

１８，令和６年度ＪＦＡ全日本Ｕ－１２サッカー選手権大会神奈川県大会について 

    令和６年度から出場チームは、ベンチ入る指導者は全員がＤ級以上の指導者 

    資格を保持しなければならない。全国大会はＣ級以上の指導者資格者が１名 

    いなければならない。 

 

※リーグ戦で失格または不戦敗事項 

 ①選手証を持参しなかった時及び選手証に不備があった時 

 ②メンバー表提出時に指導者ライセンス証を提示しなかった時 

 ③ベンチに指導者が２名以上いなかった時 

 ④試合人数が試合開始時に８名いなかった時または試合時間に遅れた時。 

 ⑤試合中に５名になった時。 

 ⑥試合開始時に６年生の選手が出場していない場合。 

 ⑦ライセンス保持の指導者が退場になった時にベンチにライセンス保有指導者がいない場合。 

 ⑧公認審判員を帯同しなかった場合及び審判証を提示しなかった時。 

 ⑨会場の注意事項を守らなった時。（駐車台数、駐車場所、喫煙等） 


